
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
五
章

漁
業
調
整
に
関
す
る
そ
の
他
の
措
置
（
第
百
十
九
条

第
百
三
十
三
条
）

第
六
章

漁
業
調
整
委
員
会
等

第
一
節

総
則
（
第
百
三
十
四
条
・
第
百
三
十
五
条
）

第
二
節

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
第
百
三
十
六
条

第
百
四
十
六
条
）

第
三
節

連
合
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
（
第
百
四
十
七
条

第
百
五
十
一
条
）

第
四
節

広
域
漁
業
調
整
委
員
会
（
第
百
五
十
二
条

第
百
五
十
六
条
）

第
五
節

雑
則
（
第
百
五
十
七
条

第
百
六
十
条
）

第
七
章

土
地
及
び
土
地
の
定
着
物
の
使
用
（
第
百
六
十
一
条

第
百
六
十
七
条
）

第
八
章

内
水
面
漁
業
（
第
百
六
十
八
条

第
百
七
十
三
条
）

第
九
章

雑
則
（
第
百
七
十
四
条

第
百
八
十
八
条
）

第
十
章

罰
則
（
第
百
八
十
九
条

第
百
九
十
八
条
）

附
則

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
漁
業
が
国
民
に
対
し
て
水
産
物
を
供
給
す
る
使
命
を
有
し
、
か
つ
、
漁
業
者
の
秩
序
あ
る

生
産
活
動
が
そ
の
使
命
の
実
現
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
水
産
資
源
の
保
存
及
び
管
理
の
た
め
の
措
置
並

び
に
漁
業
の
許
可
及
び
免
許
に
関
す
る
制
度
そ
の
他
の
漁
業
生
産
に
関
す
る
基
本
的
制
度
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
水
面
の
総
合
的
な
利
用
を
図
り
、
も
つ
て
漁
業
生
産

力
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
水
産
資
源
」
と
は
、
一
定
の
水
面
に
生
息
す
る
水
産
動
植
物
の
う
ち
有
用
な
も
の
を
い

う
。

第
五
条
第
一
項
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、「
二
人
以
上
」
を
削
り
、「
ま
た
同
じ
で
あ
る
」
を
「
、
同
様

と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
二
人
以
上
」
を
削
り
、「
共
同
し
て
」
の
下
に
「
第
六
十
条
第
一
項
に
規
定
す

る
」
を
、「
若
し
く
は
」
の
下
に
「
同
条
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え
る
。

第
百
四
十
六
条
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
六
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
、
第
二
十
二
条

第
四
項
、
第
四
十
八
条
第
二
項
、
第
四
十
九
条
第
二
項
（
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第

八
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
八
条
と
す
る
。

第
百
四
十
五
条
中
「
第
百
三
十
八
条
、
第
百
三
十
九
条
、
第
百
四
十
一
条
、
第
百
四
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
百

八
十
九
条
か
ら
第
百
九
十
一
条
ま
で
、
第
百
九
十
三
条
、
第
百
九
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
外
」
を
「
ほ
か
」に
改
め
、

同
条
を
第
百
九
十
七
条
と
す
る
。

第
百
四
十
四
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
三
十
五
条
（
第
三
十
六
条
第
三

項
及
び
第
六
十
三
条
」
を
「
第
五
十
条
（
第
五
十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
七
十
二
条
」
を
「
第
百
二

十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
若
し
く
は
漁
具
」
を
「
又
は
漁
具
そ
の
他
水
産
動
植
物
の
採
捕
若
し
く
は
養

殖
の
用
に
供
さ
れ
る
物
」
に
、「
こ
わ
し
た
」
を
「
損
壊
し
た
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
六
条
と
す
る
。

第
百
四
十
三
条
第
一
項
中
「
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
漁
業
を
営
む
権
利
」
を
「
組
合
員
行
使
権
」
に
、「
二
十

万
円
」
を
「
百
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
告
訴
」
を
「
、
告
訴
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
五
条
と
す

る
。第

百
四
十
二
条
中
「
第
百
三
十
八
条
、
第
百
三
十
九
条
又
は
前
条
第
一
号
」
を
「
第
百
八
十
九
条
か
ら
第
百
九
十

一
条
ま
で
又
は
前
条
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
四
条
と
す
る
。

第
百
四
十
一
条
第
五
号
中
「
第
百
三
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
百
七
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

七
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
第
百
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
百
二
十
四
条
第
四
項
」
を
「
第
百
六
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
第
七
十
四
条
第
三
項
」
を
「
第
百
二
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四

号
と
し
、
同
条
第
一
号
中
「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
八
十
二
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
前

に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

第
二
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

二

知
事
許
可
漁
業
の
許
可
に
付
け
た
条
件
に
違
反
し
て
漁
業
を
営
ん
だ
者

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
九
十
五
号

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

（
漁
業
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
六
条
）

第
二
章

水
産
資
源
の
保
存
及
び
管
理

第
一
節

総
則
（
第
七
条
・
第
八
条
）

第
二
節

資
源
管
理
基
本
方
針
等
（
第
九
条

第
十
四
条
）

第
三
節

漁
獲
可
能
量
に
よ
る
管
理

第
一
款

漁
獲
可
能
量
等
の
設
定
（
第
十
五
条
・
第
十
六
条
）

第
二
款

漁
獲
割
当
て
に
よ
る
漁
獲
量
の
管
理
（
第
十
七
条

第
二
十
九
条
）

第
三
款

漁
獲
量
等
の
総
量
の
管
理
（
第
三
十
条

第
三
十
四
条
）

第
四
節

補
則
（
第
三
十
五
条
）

第
三
章

許
可
漁
業

第
一
節

大
臣
許
可
漁
業
（
第
三
十
六
条

第
五
十
六
条
）

第
二
節

知
事
許
可
漁
業
（
第
五
十
七
条
・
第
五
十
八
条
）

第
三
節

補
則
（
第
五
十
九
条
）

第
四
章

漁
業
権
及
び
沿
岸
漁
場
管
理

第
一
節

総
則
（
第
六
十
条
・
第
六
十
一
条
）

第
二
節

海
区
漁
場
計
画
及
び
内
水
面
漁
場
計
画

第
一
款

海
区
漁
場
計
画
（
第
六
十
二
条

第
六
十
六
条
）

第
二
款

内
水
面
漁
場
計
画
（
第
六
十
七
条
）

第
三
節

漁
業
権

第
一
款

漁
業
の
免
許
（
第
六
十
八
条

第
七
十
三
条
）

第
二
款

漁
業
権
の
性
質
等
（
第
七
十
四
条

第
九
十
六
条
）

第
三
款

入
漁
権
（
第
九
十
七
条

第
百
四
条
）

第
四
款

漁
業
権
行
使
規
則
等
（
第
百
五
条

第
百
八
条
）

第
四
節

沿
岸
漁
場
管
理
（
第
百
九
条

第
百
十
六
条
）

第
五
節

補
則
（
第
百
十
七
条
・
第
百
十
八
条
）

（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
八
年
法
律
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
三
項
中
「
第
十
七
条
第
二
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
十
五
条

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め

る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

文
部
科
学
大
臣

柴
山

昌
彦

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

環
境
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川

貴
盛


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